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くらしの相談 お気軽に 
山本邦夫市議  ９８２・８８４４  
巌   博市議  ９８２・９６６３  
亀田優子市議  ９８２・１２７７  
中村正公市議  ９８３・８３１２  

八幡市のＵＲ・都市再生機構の男山団

地 (約４４００世帯 )の一部で、エレベー

ターが設置される見通しとなりました。  
男山団地では、高層の４棟以外は５階

建てでエレベーターがなく、日本共産党

が行ったアンケートなどでも、高齢者や

子育て世代の方からエレベーター設置の

願いが寄せられていました。日本共産党

と市民のみなさんの長年の運動が実り一

歩前進です。  
設置数はわずか８基、２棟分 

 市によると、今年度の政府予算に設置

のための補助が盛り込まれ、ＵＲが設置

      

  

 

します。エレベーターは８基の予定で、

男山団地Ｂ棟の石城地域が対象。今年度

に地質調査、建築確認などを経て設計し、

来年度着工、完成する予定です。  
 ＵＲの「団地再生計画」で男山団地を

縮小する計画が出された２００７年度以

来、党市議団は議会質問などで一貫して

団地縮小ではなく、「住み続けられるまち

づくり」を提起し、住環境整備としてエ

レベーター設置を要求。ＵＲ西日本への

はたらきかけとともに、２０１５、１６

年には党国会議員団、府議団とともに国

土交通省に要請してきました。  
こ う し た 取 り 組 み が 実 を 結 び ま し た

が、当面の建設戸数が少ないという課題

があります。今後、エレベーターのさら

なる増設を促すよう求めていきます。  

介 護 保 険 を 改 悪 す る 法 案 が 衆 院

本会議で１８日、自民、公明、維新

の各党の賛成多数で可決され、参院

に送られました。共産、民進、社民、

自由の各党は反対。採決に先立ち日

本共産党は「保険料を払っても介護

サ ー ビス を使 え ない状 態 に拍 車 を

かける」と反対討論しました。  

２ ０ ０ ０ 年 に ス タ ー ト し た 介 護

保 険 は、 利用 料 は１割 負 担で し た

が、現在は一部に２割負担が導入さ

れました。今回の法案では、一定所

得以上の人を３割負担にします。さ

らに「地域共生社会」の名で、高齢

者、障害者、障害児などの施策に対

する国・自治体の公的責任を大幅に

後 退 させ る危 険 な仕組 み も盛 り 込

んでいます。  

今の「２割」負担により特別養護

老 人 ホー ムを 退 所した ケ ース も あ

るのに、負担増ばかり迫る安倍政権

のやり方に怒りが広がっています。 


